
江戸時代の絵図に見る浜松城（部分） およそ 330 年前、濃色は武家地、淡色が町人地。現在の地図に浜松城の範囲を加筆 およそ 440 年前に家康が入城したのは、古城にあたる。

引馬城跡試掘調査現地説明会 
浜松市文化財課 2014 年 8 月 17 日
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昭和 34 年(1959)、現在の元城
町東照宮社殿建設に際して、境
内から出土した常滑焼陶器片
とかわらけ（素焼きの皿） 
15 世紀後半、今川時代のもの。 江戸時代の浜松城絵図に見える「古城」付近

元城町東照宮の位置

■主旨 
徳川家康が元和二年(1616)に没してから、まもなく 400 年の遠忌がめぐって

きます（2015 年）。この年に向け、岡崎・浜松・静岡など家康との関わりが深
い都市で、さまざまな再顕彰事業を計画しています。浜松市文化財課では、青年
時代の家康が浜松での居城とした引馬城（古城）を一部発掘調査することで、確
かな証拠を得たいと考えました。また、引馬城には、家康以前・今川の時代に頭
陀寺城の松下之綱に伴われた少年時代の豊臣秀吉が登城したと伝わり、戦国時代
の二大天下人にかかわるこの城の特色を明らかにしたいと考えました。 
■調査 
 今回の調査は、元城町東照宮・元城町自治会ほか関係者のご協力をいただき、
境内の一部を試掘して地下に当時の遺構があるのか確かめたものです。調査終了
後には原状に復します。
★注意（お願い） 
 神社境内という神聖な場所です。樹木を痛めたり、勝手に地面を掘ったりする
ことのないようにご見学をお願いいたします。
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■引馬城の沿革 
鎌倉時代ころ、「ひきま（ひくま）」という都市が成立しました。現在の馬込川

は当時、天竜川の本流でずいぶん川幅も広かったようです。当時の東海道がこの
川を渡る西岸に発達した町

まち
屋
や
が「ひきま」です。浜松八幡宮の門前から南西に続

く自然堤防上に発達した市場
いちば
と宿場町を中心とし、「船越」や「早馬

はやうま
」はこの頃に

始まる地名です。田町の分器
ぶんき
稲荷は、「ひきま」宿の南の分

ぶん
木
き
（境界杭）に当たる

と推定します。当時の東海道は江戸時代よりも北を通過していました。
なお、古文書にある「ひきま（ひくま）」の表記は、引間・引馬・匹馬・疋馬・

牽馬・引駒などがあって安定していません。また、現在の中区曳馬地区とは直接
関わりがありません。ここでは、仮に「引馬」と表記しておくことにします。 
戦国時代、この都市の権益に注目した人物が宿を見下ろす丘の上に引馬城を築

きました。駿河の今川氏と三河・尾張の斯波
し ば
氏らとの抗争の中で、双方の戦略上

の拠点となっていきました。歴代の城主の中には、斯波方の巨
こ
海
み
氏・大河内氏、

今川方の飯尾
いの お
氏などの名前も見えます。この時代の引馬城は、後に「古城」と呼

ばれた部分で、徳川家康が最初に居城としたのもこの城です。元亀三年(1572)、
武田信玄との三方ヶ原合戦でも「玄黙

げんもく
（元目）口」という城門が舞台となってい

ましたから、引馬城は家康の時代も浜松城の主要部分だったことがわかります。
その後、城主となった豊臣系の堀尾吉晴以降、さらに浜松城の増改築が進み、

引馬城は城の主要部から外れ、「古城」と呼ばれるようになりました。ただ、家康
が居城としていたことは重んじられて、当時の本丸跡には米蔵という大切な施設
が置かれていました。明治維新を向えて城内は民間に払い下げとなりました。
旧幕臣で、後政府役人として静岡県に赴任した井上延陵（八郎）は、当時の浜
松の産業振興にさまざまに尽力した人物ですが、家康ゆかりの地・浜松に東照宮
が無いことを憂い、浜松城内の地を選定して元城町東照宮を造営しました。この
東照宮は戦災で焼失し、周囲の樹木も失われました。現在の社殿は、昭和 35 年
に再建完成したものです。なお、東照宮境内の西側は、戦後の区画整理に合わせ
て削平され、36ｍ道路に沿った宅地に変わっています。したがって、引馬城跡本
丸のうち西側三分の一ほどは、現在失われているものと推測しています。
元城町東照宮は、現在、元城町の氏神として管理されています。
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引馬城跡の調査区配置 

■調査溝１の調査成果 
 小さく割れた「かわらけ」が数多く
出土しました。地中には戦国時代以降
の遺物が数多く埋もれていることが確
認できました。 

■調査溝２の調査成果 
調査前、東照宮北東隅には土塁と想

定される地形の高まりが確認できまし
た。その地点において発掘調査を行い、
土塁が良好に遺存していることを確認
しました。 

■調査溝３の調査成果 
上層からは、戦前の東照宮に葺かれ

ていたと想定される瓦が多数出土した
ほか、戦国時代以降の「かわらけ」や
陶器が数多く出土しました。 
下層では、江戸時代以前の遺物のみ

を含む土層が確認できました。また、
遺構が良好に遺存していることが確認
できました。

■調査成果のまとめ 
 ①引馬城の遺構や遺物が現存することを確認できました。 
 ②古文書や絵図から推定されていたように、「古城」と呼ばれる部分が城跡であ
ったことが確認できました。 

遺物検出状況（調査溝１）

土塁検出状況（調査溝２）

遺構検出状況（調査溝３）
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